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ユーザエージェント Ui(i = 1:::N)とする．
想定環境ではユーザは社会的関係性をもち，物理的な移動を
おこなっていることから，本研究ではスモールワールドネット
ワーク [3] により Ui の社会的関係性を表し，Ui の物理的移動
を表すモデルとして Random Waypoint（RW）を用いる．ここ
で，RWとは各 Ui が各目的地に向け互いに独立して移動するモ






Ui はメッセージ平均発信率 i のポアソン分布に従って特定
の宛先に向けてメッセージを発信する．なお，宛先は DTN シ
ステム内の別の Ui から一様な確率で決定する．発信されたメッ
セージは発信元と中継をおこなう Ui によって宛先となる Ui ま
で伝達される．具体的には，メッセージを保持する発信元と中









本研究では，Ui は基準値 Ii にもとづいて個人利己的行動をとる
か意思決定する．また，社会利己的行動とは，個人利己的行動を




本研究では，これら二つの基準値 Ii，Si と Ui の通信に対する
拒否感を表す拒否度 ri(t)により，Ui が通信を許容もしくは拒否
するか決定する．具体的には，ri(t)が Ii を越えた場合に Ui は
通信を拒否し，また Ui が社会利己的行動をとる際には，ri(t)が
Si を越えた場合に Ui は通信を拒否する．以下に，拒否度 ri(t)
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について述べる．
本研究では，拒否度 ri(t)は価値関数 [4]にもとづき
ri(t) =  l  (  tli(t)) (tli(t) < 0) (1)
とする．ここで，総損失度 tli(t)は












である．なお，rsi(0)と rbi(0)はそれぞれ初期状態（t = 0）に
おけるストレージ量とバッテリー量であり，rsi(t) と rbi(t) は
それぞれ時刻 t におけるストレージ残量とバッテリー残量であ
















ユーザ数 N 10  50[人]
メッセージ平均発信率 i 3/h






Ii =  0:50; 0:75; 1:0，Si =  1:5 とユーザが利己的行動
をとらない場合での DTN システム内ユーザ数に対する情報伝
送遅延時間と情報伝送コストをそれぞれ図 2 と図 3 に示す．こ
こで，Ii が小さくなるほどユーザは利己的行動をとる可能性が
低くなることを表す．
図 2 より，ユーザ数が 50[人] の際の Ii =  0:50 と利己的
行動が無い場合の情報伝送遅延時間はそれぞれ 318.5[秒] と
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